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2012 年 7 月 28 日(土)、29 日(日)に霊長類研究所で開催した。参加者は 46 名だった。4 つの講義(辻大和「森にタ
ネをまくサルたち:種子散布者としての霊長類の役割」、中村克樹「父親の子育て イクメンザルのコモンマーモセ
ット」、古賀章彦｢テナガザルのゲノムを見てヒトのゲノムを考える｣、高田昌彦｢サルから学ぶ大脳の運動機能の不
思議｣)と、4 つの実習(心理｢チンパンジー観察｣: 友永雅己･林美里、生態｢ニホンザル行動観察実習｣: 古市剛史、遺
伝｢味覚の個人差と遺伝子｣: 今井啓雄、形態｢サルの骨格を観る｣: 江木直子)を実施した。 
 
東京公開講座「霊長類研究の最前線」 





2. 第 22 回市民公開日 




 大学の学部学生を主な対象として、大学院ガイダンスを兼ねた 2012 年度のオープンキャンパスを、2013 年 2 月 
19 日、20 日に開催した。19 日は、霊長類研究所にある 10 分科の教員による講演と、大学院生･研究員も参加した
懇談会を行った。20 日は、全員揃って所内見学をしたあと、それぞれの参加者が希望する二つの分科の研究室を





































名称を Great Ape Information Network、英文略称を GAIN とする。GAIN 事業は、平成 24 年度も、京都大学霊長類
研究所と野生動物研究センターの両部局の共同運営事業と位置づけた．平成 24 年度に措置された交付金額は年額
960 万円で前年度と同額である。落合知美、綿貫宏史朗の 2 名の研究員を雇用して実務にあたっていただいた。ま
た親事業である「情報」を統括する国立遺伝学研究所（小原雄治所長）ならびに責任者である系統情報研究室の山
崎由紀子先生から厚いご支援をいただいた。事業代表者（課題管理者）は松沢哲郎、経理担当者は上垣泰浩。 
平成 24 年度の事業内容としては、大型類人猿の死亡や出生に応じて適宜データベースを更新した．平成 25 年 5
月 11 日現在で、チンパンジー326 個体（51 施設），ゴリラ 24 個体（9 施設），オランウータン 47 個体（20 施設）、
テナガザル類 121 個体（38 施設）が国内で飼養されている．個体ごとの生年月日や家系情報に加えて，DNA 情報・
行動情報についても整備をすすめている．グローバル COE プログラム（生物の多様性と進化研究のための拠点形
成―ゲノムから生態系まで：京都大学・阿形清和リーダー）と協力して，「霊長類ゲノムデータベース」を作成・




SAGA シンポジウムで、研究者や動物園関係者に GAIN 事業の広報をした。国内でチンパンジーを最も多く飼育し
ている京都大学野生動物センター熊本サンクチュアリ（KS）は、平成 24 年度末に旧林原類人猿研究センターから
8 個体を引き取り 61 個体のチンパンジーを保有している。なお、平成 24 年 5 月 15 日に民間医学研究施設から 3
個体が KS に引き取られた。これをもって、日本の医学感染実験チンパンジーはゼロになった。今後は、ナショナ
ルバイオリソース事業の第 1 期（平成 14-18 年度）と第 2 期（平成 19-23 年度）の成果を引き継ぎ、飼育施設と研
究者を結ぶネットワークや個体情報データベースのさらなる充実をめざす。詳細は、以下の HP を参照されたい。 
http://www.shigen.nig.ac.jp/gain/ 
（文責：松沢哲郎） 
